
平成１０～１８年度

〈投手部門〉選手・１試合
◇最多奪三振数 17 個 H11 馬場智久（ツヅキグローバル）

◇最少投球数 79 球 H13 辻　裕一（摂津ウイングス）

◇最多投球数 124 球 H18 羽田政登（オリンピアＳ･Ｃ）
※最少投球数は７イニング以上

〈打者部門〉選手・１試合
◇最多安打数 4 安打 H12 石村　寛（ツヅキグローバル）

◇最多得点数 3 点 H11 正野浩司（ツヅキグローバル）

◇最多打点数 4 点 H10 中村　勉（ツヅキグローバル）

◇最多犠打数 2 個 H11 上石大助（ツヅキグローバル）

◇最多四死球 2 個 H13 石村　寛（ツヅキグローバル）

◇最多盗塁数 2 個 H11 正野浩司（ツヅキグローバル）

◇最多二塁打 2 本 H15 箭内勇揮（摂津ウイングス）

◇最多三塁打 2 本 H15 石村　寛（大阪グローバル）

◇最多本塁打 2 本 H18 福島　潤（レッツ大阪）

〈打者部門〉チーム・１試合
◇最多安打数 14 安打 H15 レッツフジト 対摂津ウイングス

◇最多得点数 15 点 H14 ツヅキグローバル 対帝人大阪研究センター

◇最多打点数 13 点 H14 ツヅキグローバル 対帝人大阪研究センター

◇最多犠打数 4 個 H14 ツヅキグローバル 対レッツフジト

◇最多四死球 9 個 H14 ツヅキグローバル 対帝人大阪研究センター

◇最多盗塁数 3 個 H11 大阪ＦＣソフトボールクラブ 対ツヅキグローバル

◇最多二塁打 3 本 H17 大阪グローバル 対レッツフジト

◇最多三塁打 2 本 H15 大阪グローバル 対岡住

◇最多本塁打 3 本 H14 レッツフジト 対摂津ウイングス

〈連続部門〉選手
◇連続無失点回数 14 回 H13 西岡賢二（ツヅキグローバル）

◇最多連続奪三振 6 個 H12 馬場智久（ツヅキグローバル）

◇連続安打数 5 安打 H12 石村　寛（ツヅキグローバル）
※連続無失点回数・連続安打数は１試合ではありません

〈大会部門〉
◇完全試合

◇無安打無得点試合

◇満塁本塁打 H10 中村　勉（ツヅキグローバル） 対庄西クラブ

H14 河野哲輝（ツヅキグローバル） 対帝人大阪研究センター

◇サイクルヒット
※全員記載

国民体育大会（成年男子）、大阪予選会　記録一覧表


